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経済の国際化や活性化に大きな刺激を与えたという点で、本論文が果たした役割は大きい。 
 また本論文は、東アジアにおいて深刻化する環境問題やエネルギ－問題の解決を重視するなら、「環黄海経済
圏」のみならずロシア極東地域から中国東北地方、朝鮮半島、日本海沿岸地域、南は台湾・香港と華南地域に
至る「東アジア地中海経済圏」を育成していくことが必要であると主張している。こうした経済圏で、「人々が
海洋汚染の防除のために連携を強め、協調型の地方間経済交流を活発化させることが出来れば、エネルギ－や
物流の共同体の成立を通じて相互依存関係は緊密化し、地域の平和と安全も担保される」というのが、本論文
の核心である。本論文は、このように国家ではなく地方を、経済的な利益のみならず、環境やエネルギ－問題
の解決を重視する新たな経済連携を模索することで、国家や経済利益をベ－スにしてきた従来の市場統合論の
問題点を克服する新たな途を模索している点で、野心的な作品であるといえる。 
 しかし、実際の東アジアの国際政治環境がただちに本論文の提言を実現しうる状況にあるかというと、そこ
にはさまざまなハ－ドルも存在していることは否定できない。こうした理想と現実のギャップを埋めていく作
業が本論文の今後の課題であるといえる。2007年５月８日に実施された公聴会では、審査委員からいくつかの
質問が出され、また問題点も指摘されたが、申請者の応答は的確であり、本論文への理解を深めるものであっ
た。 
 以上、審査委員による審査結果を総合し、上記論文は博士学位に値する優れた業績であると判断する。 
